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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

(1)対象地域（対象地域図：添付資料） 

   構成市名 神戸市面積 552.80ｋ㎡ 

人 口 1,532,534 人（平成21年４月１日現在） 

 

(2)計画期間 

   本計画は、平成21年７月１日から平成28年６月30日までの７年間を計画期間とする。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見  

直すものとする。 

 

(3)基本的な方向 

   神戸市では、神戸らしい恵まれた自然条件と、美しくゆとりのある都市空間をいつ

までも維持し、将来に継承していくため、「神戸市民の環境をまもる条例」に基づく

「新・神戸市環境基本計画」を平成14年３月に策定し、望ましい神戸の環境像である

「自然のめぐみを大切に、みんなで築く、共生と循環のまち・神戸」を目指して様々

な環境施策を進めている。 

   また、平成13年３月に「一般廃棄物処理基本計画」を策定し、施策の中心を「焼却・

埋立」による適正処理から、３Ｒをはじめとする減量・資源化に転換しており、平成

18年２月の改定では、市民・事業者の意識改革による発生抑制と再使用の推進、「協

働と参画」によるごみの減量・資源化の取組の展開、「地域特性」を活かした地域単

位のごみ減量の取組の展開に重点を置いて、様々な施策を展開している。 

   なお、近年の具体的な施策内容としては、循環型社会の実現に向けて、分別の徹底

とさらなるごみの減量・資源化を推進するため、平成20年11月より家庭系ごみの指定

袋制度、大型ごみの申告有料制度、容器包装プラスチックの分別収集を実施している。 

   一方で、循環型社会の実現に向けてごみの減量・資源化に取り組む中、ここ数年の

ごみ量は減少傾向にあることから、老朽化したごみ焼却施設の廃止や転活用も含めた

市全体の焼却体制の再編に取り組んでいる。 

 

(4)広域化の検討 

   神戸市は、「兵庫県ごみ処理広域化計画」で、単独処理を行うこととされているこ

とから、引き続き神戸市域で発生するごみは神戸市内で処理を行う。 

   今後は、必要に応じて広域処理化の検討も行う。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 

 (1)一般廃棄物等の処理の現状 

   神戸市全体の平成19年度の一般廃棄物の排出、処理状況のフローは図１のとおりで

ある。 

   総排出量（集団回収量を含む）は、711,573トンであり、再生利用される「総資源

化量」は76,473トン、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋

集団回収量）／（ごみの排出量＋集団回収量））は、10.7％である。 

  中間処理による減量化量は508,752トンであり、集団回収量を除いた排出量の約

78.5％が減量化されている。中間処理量のうち、焼却量は616,526トンであり、集団

回収量を除いた排出量の19.5％にあたる126,348トンが埋め立てられている。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 一般廃棄物（ごみ）等の処理状況フロー（平成19年度） 

 

 (2)生活排水の処理の現状 

   平成19年度の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は図２のとおりである。 

   生活排水処理対象人口は、全体で1,513,421人であり、水洗化人口は、1,502,981人、汚

水処理人口普及率は約99.3％である。 

   し尿発生量は5,357kl／年、浄化槽汚泥発生量は19,542kl／年であり、処理・処分量は

24,899kl／年である。 

（単位：トン） 

集団回収 総資源化量 

処理後再生利用量 

直接資源化量 処理残さ量 

排出量 計画処理量 中間処理量 減量化量 処理後最終処分量 

自家処理量 直接最終処分 総最終処分量 

63,081 

598 

648,492 648,492 635,124 

126,372 

113,578 508,752 

12,794 

76,473 

0 12,770 126,348 
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図２ 生活排水の処理状況フロー（平成19年度） 

 (3)一般廃棄物等の処理の目標 

   本計画の計画期間中においては、循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目標量

について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

人　口 1,454,632 1,530,168 1,524,844

事業所数 76,042 72,788 72,788

事業系　総排出量 565,915ｔ 211,432ｔ 201,833ｔ △4.5％

１事業所当りの排出量　※２ 20.4㎏ 7.8㎏ 7.5㎏

家庭系　総排出量 577,030ｔ 437,060ｔ 416,617ｔ △4.7％

1人当りの排出量　※３ 1,083ｇ／人 748ｇ／人 672ｇ／人

合　計　事業系家庭系排出量合計 1,142,945ｔ 648,492ｔ 618,450ｔ △4.6％

集団回収量　※４ 22,482ｔ 63,081ｔ 66,798ｔ 5.90%

直接資源化量 693ｔ 0.1% 598ｔ 0.1% 555ｔ 0.1%

処理後再生利用量 1,523ｔ 0.1% 12,794ｔ 2.0% 35,101ｔ 5.7%

総資源化量 24,698ｔ 2.2% 76,473ｔ 11.8% 102,454ｔ 16.6%

熱回収量 （年間の発電電力量） 96,422MWh 157,714MWh 202,536MWh 128.4%

減量化量 中間処理による減量化量 605,840ｔ 53.0% 508,752ｔ 78.5% 471,360ｔ 76.2%

最終処分量埋立最終処分量 534,889ｔ 46.8% 126,348ｔ 19.5% 111,434ｔ 18.0%

※１　排出量、集団回収量及び熱回収量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合

※２　（１事業所当たりの排出量）＝{（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）}／（事業所数）

※３　（一人当たりの排出量）＝{（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）}／（人口）

※４　調査による推定値

目標値については、神戸市一般廃棄物処理基本計画に記載している減量・資源化施策を継続実施したものとして算出

《指標の定義》

　　排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：トン〕

　　再生利用量：集団回収量、直接資源化量、処理後再生利用量の和〔単位：トン〕

　　熱回収量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕

指標

排出量

再生利用量

現状（割合※１）

平成19年度

目標（割合※１）

平成28年度

参考（割合※１）

平成9年度

 

処理人口 

未処理人口 

農業集落排水施設 

生活排水処理対象人口 
浄化槽汚泥発生量 

し尿発生量 

合併処理浄化槽 

単独処理浄化槽 

非水洗化人口 

13,364 

1,483,723 

5,894 

4,410 

6,030 5,357kl 

19,542kl 

10,440 

1,502,981 

1,513,421 

公共下水道 
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図３ 目標達成時の一般廃棄物（ごみ）等の処理状況フロー（平成28年度） 

 

 (4)生活排水処理の目標 

  生活排水処理については、表２に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進

めていくものとする。 

 

表２ 生活排水処理に関する現状と目標 

 平成19年度実績 平成28年度目標 

公共下水道 1,483,723 人 (98%) 1,477,258 人 (98.1%) 

農業集落排水施設 13,364 人 (0.9%) 14,013 人 (0.9%) 

合併処理浄化槽 5,894 人 (0.4%) 7,172 人 (0.5%) 

単独処理浄化槽等未処理人口 4,410 人 (0.3%) 3,771 人 (0.3%) 

し尿汲み取り 6,030 人 (0.4%) 3,636 人 (0.2%) 

処 
理 
形 
態 
別 
人 
口 

合 計 1,513,421 人 1,505,850   人 

汲み取りし尿量  5,357kl 3,089kl 

浄化槽汚泥量 19,542kl 20,072kl 

し 
尿 
・ 
汚 の 
泥 量 合 計 24,899kl 23,161kl 

 

（単位：トン） 

集団回収 総資源化量 

処理後再生利用量 

直接資源化量 処理残さ量 

排出量 計画処理量 中間処理量 減量化量 処理後最終処分量 

自家処理量 直接最終処分 総最終処分量 

66,798 

555 

618,450 618,450 604,989 471,360 

133,629 

35,101 

102,454 

98,528 

0 12,906 111,434 
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図４ 生活排水の処理状況フロー（平成28年度） 

 

 

３ 施策の内容 

 

 (1)発生抑制、再使用の推進 

  ア 有料化 

    事業系ごみについては、分別の徹底及び減量・資源化の促進を図るため、平成19

年４月から有料指定袋制度を導入し、分別区分に応じた指定袋で市の処理施設に搬

入することとしている。 

    家庭系ごみについては、市民の意識改革や負担の公平性を確保し、製品の長期使

用やリユースルートの活用による減量・資源化を促進するため、平成20年11月より

大型ごみ（粗大ごみ）の申告有料制度を導入している。 

    大型ごみ以外の家庭系ごみ全般の有料化については、ごみの発生抑制を誘導する

うえで有効な経済的手法であることも踏まえつつ、幅広い観点から多角的に研究・

検討していく。 

 

  イ 環境教育、普及啓発、助成 

   ①環境教育 

     環境教育の場・施設の充実、環境教育に関する情報の収集・発信体制の整備や

人材の育成に努め、市民の環境学習のための条件整備を図り、自主的な環境保全

活動への取組を促進していく。 

     ○ふれあいごみスクール 

      小学校にごみ収集車が出向き、児童などを対象にしたごみの減量・資源化な

どの説明を行ってきたが、今後は全校実施を目指して取り組んでいく。 

 

非水洗化人口 し尿発生量 

浄化槽汚泥発生量 

単独処理浄化槽 

未処理人口 

処理人口 農業集落排水施設 

合併処理浄化槽 

 

 

14,013 

7,172 

3,771 

3,636 3,089kl 

20,072kl 

1,477,258 

1,498,443 

7,407 

1,505,850 

生活排水処理対象人口 

公共下水道 
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     ○ＫＯＢＥ環境大学 

      環境問題に関する最新の知見や幅広い情報の提供等を行い、市民が学習する

場を提供している。 

     ○ＫＯＢＥこどもエコクラブ 

      子どもたちが身近な地域の中で行う環境学習や環境保全活動を支援する。 

     ○こうべ環境未来館の活用 

      環境教育・環境学習の拠点、環境情報の発信の場として、市民に環境情報の

総合的な発信や啓発を行うとともに、体験型の環境教育ができる場所として

活用を図っており、今後は NPO やこどもエコクラブ事業との連携を進めなが

ら、ごみの減量・資源化や地球温暖化防止対策などの啓発や環境学習を充実

させていく。 

○エコエコひろば 

地域人材支援センター内の「エコエコひろば」で、ごみ問題（３Ｒ）、地球

温暖化、生物多様性などをテーマとする展示や市内で活動するＮＰＯなどの

活動紹介を行う。 

 

   ②普及啓発 

     ごみの減量・資源化及び環境保全の観点から、広報誌をはじめとした各種広報

媒体を使ったＰＲ、クリーンステーションでの直接啓発、分別キャラクターを活

用した啓発などにより、ごみの発生抑制と環境にやさしいライフスタイルの確立

を目指している。 

     ○ごみの減量・資源化の啓発 

      ごみの減量・資源化について、「広報こうべ」などの各種広報媒体を使った

ＰＲ、職員が地域団体等からの要望により、現場へ出向き説明を行う「出前

トーク」、クリーンステーションでの直接啓発、分別徹底キャラクター「ワ

ケトン」を活用した啓発などを実施する。 

また、分別・排出ルールの徹底に関しては、各区の環境事業所が各区役所と

連携し、地域説明会などによる「参画」を働きかけるほか、排出実態に応じ

たチラシ・看板の作成、クリーンステーションでの立ち番、不法投棄常習ス

テーションの廃止・分散移設など、「協働」の取り組みを通じて市民の自覚、

地域の主体性を促していく。また、家電製品の適正な資源化を推進するため、

家電リサイクル法対象機器拡大についての啓発も実施していく。 

     ○ワケトンサポーター 

      小学生を「ワケトンサポーター」に認定し、夏休みを利用して地域住民・職

員とともに地域内のクリーンステーションでごみの分別のチェックし、ごみ

の減量・資源化、ごみ出しマナーの向上を図る。 
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○ワケトン・タイム 

子どもたちが「ワケトン」やその仲間たちに親しみながら、ごみと資源の分

別に関心を持ち、日常生活の中で家族や友達と一緒に考え、実践してもらう

ため、「ワケトン・タイム」を年２回発行する。 

○市民への情報提供 

市のごみの現状や減量・資源化の取り組み状況などを「ワケントンレポート」

として取りまとめ、ホームページ「ごみと資源ワケトン徹底サイト」に掲載

するほか、各種広報媒体や説明会なども活用しながら市民へ報告、情報提供

していく。 

     ○リサイクル工房等の運営 

      ３Ｒに対する市民啓発及び再使用ルートの確保を図るため、地域における環

境教育の拠点としてリサイクル工房等を運営しており、「大型ごみ」として

収集した家具・自転車の一部に簡単な修理を行い、抽選のうえ市民に有償で

提供するとともに、育児・子ども用品、古本の市民からの受入れや無償提供

を行っている。 

    

③助成 

      市民・地域団体主体のリサイクル活動の促進を図るため、古紙などの資源集

団回収活動の実施団体に対する助成を実施しており、今後とも市民・事業者・

行政の協力によりごみの減量・資源化を進める資源集団回収活動の拡充に向け

た取組を進める。 

     ○資源集団回収活動助成 

      古紙などの資源集団回収活動の実施団体に対する助成を行い、市民・地域団

体主体のリサイクル活動の促進を図っているが、今後は、一層資源集団回収

の充実、古紙類の資源化に対する市民ニーズに応えていくため、ホームペー

ジ等による情報提供の強化を行うほか、地域団体による資源集団回収活動が

困難な場合などへの取り組みについても充実を図っていく。 

     ○エコタウンまちづくり 

      ひとりでも多くの市民が環境にやさしい行動を選ぶことができるよう、「環

境」をキーワードとして、地域ぐるみで「エコタウンまちづくり」を進める

ため、活動事例紹介などにより、エコタウン間のネットワークづくりを促進

し、地域特性に応じた地域主体の環境にやさしいまちづくりを推進している。 

○ガレージセールの支援 

各家庭の様々な不用品をごみとして廃棄する前に、再使用する機会を確保し、

広めていくため、民間事業者の開催するガレージセールについて広報などの

支援を行うことにより、市民の減量・資源化についての意識の高揚を促す。 
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  ウ マイバッグ運動・レジ袋対策 

     レジ袋の削減を図るため、市民・事業者・行政の三者で「レジ袋削減に向けた

取組みに関する協定」の締結を推進するとともに、市民啓発や地域でのマイバッ

グ運動の展開を進める。 

○レジ袋削減運動の推進 

      「レジ袋削減に向けた取組みに関する協定」の締結により、市民・事業者と

の協働の取り組みを進めるとともに、市民啓発や地域でのマイバッグ運動の

展開を図っており、今後も事業者等との協働により、広報、キャンペーン活

動による啓発に努めていくとともに、レジ袋の削減に取り組む事業者に協定

の締結を呼びかけていく。 

○ごみ減量・再資源化推進宣言の店 

牛乳パック、トレイなどの再生資源の回収や簡易包装の推進など、ごみの減

量・資源化に取り組む店舗を「ごみ減量化・再資源化推進宣言の店（スリム・

リサイクル宣言の店）」として指定することにより、事業者・市が一体とな

ったごみの減量・資源化を進める。 

 

  エ 生活排水対策  

浄化槽整備を促進するため、「神戸市浄化槽設置整備事業補助金交付要綱」に

基づき設置者へ整備費の助成を行っている。 

また、合併処理未設置者に対し、当該助成制度の周知を図っていく。 

 

 (2)処理体制 

  ア 家庭系ごみの処理体制の現状と今後 

    分別区分及び処理方法については、表３のとおりである。 

    家庭から排出されるごみのうち、クリーンステーション（ごみ集積場）で収集す

るものについては、「缶・びん・ペットボトル」「大型ごみ」「燃えないごみ」「カセ

ットボンベ・スプレー缶」「燃えるごみ」「容器包装プラスチック」の６種類に分別

するものとし、「大型ごみ」については、申告有料収集を実施しており、大型ごみ

以外については、市が袋の規格を定めた単純指定袋制度を導入している。なお、「容

器包装プラスチック」の分別収集は、平成 20年 11 月から市内の一部地域（北区）

で先行的に導入しており、平成 23年度からは全市実施とする。 

 

  イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

    事業系ごみについては、「可燃」「不燃」「粗大」「資源」の４種類に区分しており、

ごみの処分手数料を含む有料指定袋制度を導入している。 

    今後は、指定袋制度の一層の定着による分別の徹底や、紙ごみを焼却処理してい

る事業者への啓発・指導など、減量・資源化を推進するため、広報啓発を行うほか、
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大規模事業所に対する減量・資源化の取り組みを進めるため、研修会の開催や個別

訪問による減量・資源化の指導を実施する。また、クリーンステーションへの事業

系一般廃棄物の不法投棄に対して開封調査及び排出指導を実施し、厳正に対処する

ほか、処理施設への搬入物についても、排出区分の徹底や指定袋外の不適正搬入な

どを防止するために、展開調査を実施する。 

 

  ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 

    現在市の施設においては産業廃棄物の受け入れは行っておらず、今後も引き続き

処理を行う予定はない。 

 

  エ 生活排水処理の現状と今後 

公共下水道の整備は概ね完了しているが、残る未整備地区についても継続し事業 

を進めていく。また、農業集落排水については平成20年度までに整備計画を完了し

た。今後は引き続き、これらの施設が計画されていない地域で、浄化槽の整備を促

進する。 

 

オ 今後の処理体制の要点 

   ○高効率ごみ発電施設（第11次クリーンセンター）を整備することにより、高効率

な熱回収（発電）を行う。 

   ○マテリアルリサイクル推進施設（落合中継地）を整備することにより、市域内の

効率的な収集・運搬を実現する。 

   ○容器包装プラスチックの分別収集については、平成23年度に全市実施を行う。 

   ○事業系一般廃棄物を多量に排出する大規模事業所に対し、研修会の開催や個別訪

問により、減量・資源化の指導を行う。 
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(3)処理施設の整備 

  ア 廃棄物処理施設 

表４ 交付対象事業として整備する処理施設 

事 業

番 号 

整備施設種類 事業名 施設規模 設置予定地 事業期間 

１ マテリアルリサ

イクル推進施設 

落合中継地整備 200ｔ／日 神戸市須磨区 

中落合 

Ｈ21～Ｈ23 

２ マテリアルリサ

イクル推進施設 

（容器包装プラ） 

20ｔ／日 

(缶・びん・PET) 

40ｔ／日 

３ 高効率ごみ発電

施設 

神戸市第11次クリ

ーンセンター整備 

600ｔ／日 

 

神戸市中央区港島 Ｈ24～Ｈ28 

 （整備理由） 

 事業番号１ 効率的なごみ収集・輸送を実現するため 

 事業番号２・３ 既存施設の老朽化への対応及びエネルギーの高効率回収・有効利用の

促進を図るため及び容器包装リサイクルを推進するため 

 

  イ 浄化槽の整備 

表５ 浄化槽設置補助 

事 業

番 号 

事業名 事業内容 事業期間 

14 浄化槽設置整備事業 補助金(市要綱) Ｈ21～H28 

 

(4)施設整備に関する計画支援事業 

  (3)の施設整備に先立ち、表６のとおり計画支援事業を行う。 

 

表６ 実施する計画支援事業 

事 業

番 号 
事業名 事業内容 事業期間 

神戸市第11次クリーンセンター（事業

番号２）に係る環境影響評価事業 

環境影響評価（市条例） Ｈ21～Ｈ28 

事業者公募支援業務 Ｈ23～Ｈ24 

18 

神戸市第11次クリーンセンター（事業

番号２）に係る計画支援事業 
土質(ボーリング)調査 Ｈ23 
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(5)その他の施策  

  ア 美しいまちづくりの推進 

    清潔で緑と花があふれる「美しいまち」を未来の世代に引き継ぐために、「自分た

ちのまちは自分たちで美しく」を基本に、地域レベルで行われる美化活動など市民・

事業者・行政の三者協働による美しいまちづくりのための取組みを推進していく。 

    ○路上喫煙・ぽい捨て防止の啓発 

     「神戸市ぽい捨て及び路上喫煙の防止に関する条例（歩きたばこ禁止条例）」に

より、ぽい捨て禁止に加え、市内全域で路上喫煙をしない努力義務を設けてお

り、路上喫煙やぽい捨ての禁止を啓発する。 

    ○「ぽい捨て防止重点区域」の指定 

     歩きたばこ禁止条例に基づき、不特定多数の人が集まる市の顔、区の顔となる

ような場所などを基準に、市内22箇所を指定している。 

    ○「路上喫煙禁止地区」の指定 

     歩きたばこ禁止条例に基づき、三ノ宮・元町地区を指定し、指定喫煙場所を除

いて路上喫煙を禁止し、違反者には1,000円の過料処分を行う。 

    ○「美しいわがまちキャンペーン」の実施 

     従来から実施しているクリーン作戦のほか、歩きたばこやぽい捨てを呼びかけ

る「美しいわがまちキャンペーン」を全市展開し、美しいまちの実現を図る。 

 

  イ 「もったいないやん！ＫＯＢＥ運動」の展開 

    子どもから高齢者まですべての市民が明るく、楽しく、積極的に環境に配慮した

行動や取り組みを継続的に行えるよう、全市的な市民運動を展開し、環境問題に「気

づき、考え、行動する」きっかけづくりを行い、環境問題に取り組む市民の裾野の

拡大を図っていく。 

    ○「わが家のもったいないやん！宣言」制度 

     幅広い市民に、日常生活の中で環境に配慮した行動をとってもらうためのきっ

かけづくりとして、家庭で取り組める省エネ・省資源のメニューを、削減効果

などの数値と合わせて示し、その中から自ら取り組もうとする項目を選んで「わ

が家のもったいないやん！宣言」として宣言してもらうことになどにより、市

民全体での取り組み機運の醸成を図っていく。 

    ○「わがまちもったいないやん！宣言」制度 

     地域団体が主体となって、地域住民に「わが家のもったいないやん！宣言」へ

の参加を呼びかけるなど、地域で地球温暖化を防止するための実践活動に取り

組むことを宣言してもらうことで、実践活動の促進を図っていく。 

    ○エコタウンフェスタの開催 

     エコタウン地域による活動事例の発表や講演会のほか、ＮＰＯなどの民間団体

や企業による環境展示などを行うエコタウンフェスタを開催し、エコタウン地
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域や民間団体などとの相互交流を促すことにより、地域・家庭での環境に配慮

した実践行動の醸成を図っていく。 

    ○ワケトンエコショップ制度（食品リサイクル部門）の創設 

     平成 23 年度から食品小売業や外食産業における資源化率の向上を図るため、市

内で直接消費者に食品の販売を行う店舗のうち、食品リサイクルの取組実績が

ある事業者を「ワケトンエコショップ（食品リサイクル部門）」として表彰する

制度を創設する。また、認定シールを交付して、市のホームページなどで取り

組みを紹介するなど、消費者の店舗選びの判断材料の一つとなるよう、広報・

啓発を図る。 

 

  ウ 不法投棄防止活動の推進 

    市民、事業者、行政がそれぞれの役割を果たし、市民意識の高揚による監視の強

化を図るなど、三者の協働によって、不法投棄などの不適正排出の防止に取り組ん

でいく。 

    ○クリーン１１０番等による通報体制の整備 

     市民からの不法投棄・野外焼却の通報に対し現地で調査を行い、原因者の追跡

や管理者への適正管理指導を行っていく。 

○「不法投棄防止協働サテライト（拠点）」の運営 

     クリーン１１０番通報多発地区において、地域住民と協働した取り組みの拠点

として設置した「不法投棄防止協働サテライト」に、警察ＯＢの嘱託職員を常

駐させ、不適正な保管場所などへの継続的な監視や事案への迅速・機動的な対

応を図るとともに、原因者追跡や廃棄物の撤去指導などの対応を行っていく。 

    ○不法投棄監視キャンペーンの実施 

     10月を「不法投棄防止強調月間」としており、この時期を中心に、地域住民と

協働して、まちあるき・出前トーク・立ち番など、地域とともに「不法投棄監

視キャンペーン」を実施し、地域住民による日常的な監視の目を育てていく。 

 

  エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

    災害発生時には、神戸市地域防災計画におけるごみ処理システム、し尿処理シス

テム、災害廃棄物処理システム等に基づき、震災発生後に発生するごみやし尿及び

損壊家屋等災害廃棄物の収集・処理を実施する。 

    なお、災害時に発生するごみの仮置場については、災害の規模にもよるが、でき

る限り区別に確保するものとし、少なくとも市内の東・中・西部の地域に概ね１ha

以上の未利用地を、災害時空地管理システムにより確保することとする。また、最

終処分場は布施畑環境センター、淡河環境センター及び神戸沖埋立処分場とする。 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

 (1)計画のフォローアップ  

   計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて計画の見直

しを行う。 

 

 (2)事後評価及び計画の見直し 

   計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速や

かに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

   また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるもの

とする。 

   なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直す

ものとする。 
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ﾝ
)

9
,
5
9
8

(
1
.
0
%
)

1
0
,
6
5
9

1
4
,
0
7
0

1
2
,
2
3
1

1
2
,
7
9
4

(
2
.
0
%
)

(
5
.
7
%
)

総
資

源
化

量
(
ﾄ
ﾝ
)

4
7
,
6
8
3

(
5
.
2
%
)

5
6
,
2
5
1

6
4
,
2
8
0

6
9
,
5
8
2

7
6
,
4
7
3

(
1
1
.
8
%
)

(
1
6
.
6
%
)

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
）

(
M
W
h
)

減
量

化
量

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量
(
ﾄ
ﾝ
)

7
2
9
,
7
4
5

(
7
8
.
9
%
)

6
6
3
,
6
1
9

6
4
0
,
0
0
9

5
9
3
,
9
3
2

5
0
8
,
7
5
2

(
7
8
.
5
%
)

(
7
6
.
2
%
)

最
終

処
分

量
埋

立
最

終
処

分
量

(
ﾄ
ﾝ
)

1
8
4
,
3
4
4

(
1
9
.
9
%
)

1
6
2
,
1
0
4

1
4
8
,
5
8
0

1
5
5
,
2
4
6

1
2
6
,
3
4
8

(
1
9
.
5
%
)

(
1
8
.
0
%
)

※
１

　
排

出
量

は
現

状
に

対
す

る
割

合
、

そ
の

他
は

排
出

量
に

対
す

る
割

合

※
２

　
（

１
事

業
所

当
た

り
の

排
出

量
）

＝
｛

（
事

業
系

ご
み

の
総

排
出

量
）

－
（

事
業

系
ご

み
の

資
源

ご
み

量
）

｝
／

（
事

業
所

数
）

※
３

　
（

１
人

当
た

り
の

排
出

量
）

＝
｛

（
家

庭
系

ご
み

の
総

排
出

量
）

－
（

家
庭

系
ご

み
の

資
源

ご
み

量
）

｝
／

（
人

口
）

※
４

　
調

査
に

よ
る

推
定

値

《
指

標
の

定
義

》

　
排

　
出

　
量

：
事

業
系

ご
み

、
生

活
系

ご
み

を
問

わ
ず

、
出

さ
れ

た
ご

み
の

量
（

集
団

回
収

さ
れ

た
ご

み
を

除
く

。
）

〔
単

位
:
ト

ン
〕

　
再

生
利

用
量

：
集

団
回

収
量

、
直

接
資

源
化

量
、

処
理

後
再

生
利

用
量

の
和

〔
単

位
：

ト
ン

〕

　
熱

 
回

 
収

 
量

：
熱

回
収

施
設

に
お

い
て

発
電

さ
れ

た
年

間
の

発
電

電
力

量
〔

単
位

：
Ｍ

Ｗ
ｈ

〕

　
減

 
量

 
化

 
量

：
中

間
処

理
量

と
処

理
残

さ
量

（
処

理
後

再
生

利
用

量
＋

処
理

後
最

終
処

分
量

）
の

差
〔

単
位

：
ト

ン
〕

　
 
最

終
処

分
量

：
埋

立
処

分
さ

れ
た

量
〔

単
位

：
ト

ン
〕

(
3
4
.
4
%
)

(
3
6
.
9
%
)

(
3
9
.
0
%
)

(
6
5
.
6
%
)

(
6
3
.
1
%
)

(
6
1
.
0
%
)

(
6
1
.
1
%
)

4
.
0

1
9
7
,
2
2
0

(
0
.
5
%
)

(
1
.
3
%
)

(
6
.
7
%
)

1
9
7
,
6
3
0

平
成

1
5
年

度

6
0
,
0
9
5

平
成

1
6
年

度
平

成
1
8
年

度

2
9
2
,
6
0
6

(
3
8
.
9
%
)

(
1
.
9
%
)

5
8
2
,
7
7
7

1
5
3
,
3
8
6

(
7
7
.
6
%
)

(
2
0
.
4
%
)

1
4
,
0
5
6

1
9
0
,
1
8
0

(
0
.
1
%
)

(
1
.
8
%
)

(
8
.
0
%
)

(
1
.
6
%
)

(
9
.
1
%
)

(
0
.
1
%
)

(
0
.
1
%
)

5
7
6

1
1
1
,
4
3
4

2
0
2
,
5
3
6

1
0
2
,
4
5
4

(
1
0
.
0
%
)

1
9
2
,
9
4
9

7
4
,
7
2
7

1
5
7
,
7
1
4

6
1
8
,
4
5
0

6
6
,
7
9
8

5
5
5

3
5
,
1
0
1

(
7
8
.
0
%
)

(
2
0
.
4
%
)

(
1
9
.
3
%
)

(
7
9
.
7
%
)

(
1
8
.
5
%
)

(
7
9
.
0
%
)

(
5
)
地

域
の

要
件

2
0
1
,
8
3
3

2
.
8

4
1
6
,
6
1
7

平
成

1
7
年

度

目
標

（
割

合
※
1
）

平
成

2
8
年

度
平

成
1
9
年

度

過
去

の
状

況
・

現
状

（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）

平
成

1
4
年

度

(
2
)
地

域
内

人
口

1
9
5
,
0
5
9

6
7
2

4
7
1
,
3
6
0

１
，

５
３

２
，

５
３

４
人

(
3
)
地

域
面

積

4
5
8
,
1
8
9

2
8
7

7
5
0
,
7
9
5



3
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

の
状

況
と

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
予

定

補
助

の
有

無
施

設
竣

工
予

定
年

月

神
戸

市
（

資
源

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
）

有

神
戸

市
（

妙
賀

山
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
破

砕
施

設
）

有

神
戸

市
（

布
施

畑
環

境
セ

ン
タ

ー
破

砕
選

別
施

設
）

有

神
戸

市
（

落
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

）
有

神
戸

市
（

落
合

中
継

地
）

平
成

2
4
年

3
月

神
戸

市
（

港
島

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

）
有

神
戸

市
（

苅
藻

島
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
）

有

神
戸

市
（

西
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
）

有

神
戸

市
（

東
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
）

有

神
戸

市
（

第
1
1
次

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

）
平

成
2
8
年

6
月

神
戸

市
（

布
施

畑
環

境
セ

ン
タ

ー
）

有

神
戸

市
（

淡
河

環
境

セ
ン

タ
ー

）
有

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
＆

ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ

2
0
0
t
/
日

新
設

焼
却

施
設

破
砕

施
設

最
終

処
分

場

破
砕

及
び

選
別

接
触

曝
気

法
硝

化
脱

窒
法

活
性

炭
吸

着
法

散
水

ろ
床

法
活

性
炭

吸
着

法

連
続

燃
焼

式

連
続

燃
焼

式

連
続

燃
焼

式

連
続

燃
焼

式

1
5
0
ｔ

/
5
時

間
×

2
基

平
成

1
1
年

3
月

1
,
5
0
0
㎥

/
日

平
成

2
年

1
1
月

4
,
5
0
0
㎥

/
日

昭
和

4
7
年

1
1
月

新
設

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

高
効

率
回

収
・

有
効

利
用

の
促

進
を

図
る

た
め

連
続

燃
焼

式
6
0
0
ｔ

/
日

4
5
0
ｔ

/
日

6
0
0
ｔ

/
日

連
続

燃
焼

式

連
続

燃
焼

式

中
継

施
設

に
転

用
す

る
為

老
朽

化
の

為

老
朽

化
の

為

中
継

施
設

に
転

用
す

る
為

廃
止

平
成

2
1
年

1
0
月

廃
止

平
成

2
8
年

6
月

廃
止

平
成

2
8
年

6
月

昭
和

5
4
年

1
2
月

昭
和

5
9
年

3
月

平
成

2
年

3
月

平
成

1
2
年

3
月

平
成

7
年

1
月

4
5
0
ｔ

/
日

4
5
0
ｔ

/
日

6
0
0
ｔ

/
日

9
0
0
ｔ

/
日

6
0
0
ｔ

/
日

連
続

燃
焼

式

現
有

施
設

の
内

容

型
式

及
び

処
理

方
式

選
別

、
圧

縮
及

び
梱

包

昭
和

5
9
年

4
月

更
新

、
廃

止
新

設
理

由

事
業

主
体

開
始

年
月

処
理

能
力

（
単

位
）

更
新

・
廃

止
予

定
年

月

備
　

考
処

理
能

力
　

（
単

位
）

型
式

及
び

処
理

方
式

平
成

1
6
年

3
月

9
0
ｔ

/
5
時

間

破
砕

及
び

選
別

5
0
ｔ

/
5
時

間
×

２
基

選
別

・
圧

縮
施

設

施
設

種
別

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
内

容



4
生

活
排

水
処

理
の

現
状

と
目

標

目
　

　
標

指
標

・
単

位
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
8
年

度

1
,
4
8
8
,
7
9
8

1
,
4
9
5
,
0
6
3

1
,
5
0
1
,
6
2
2

1
,
5
0
7
,
2
5
3

1
,
5
1
0
,
5
6
4

1
,
5
1
3
,
4
2
1

1
,
5
0
5
,
8
5
0

1
,
4
5
6
,
6
0
0

1
,
4
6
2
,
4
0
0

1
,
4
6
8
,
9
8
8

1
,
4
7
5
,
3
0
0

1
,
4
8
0
,
7
2
2

1
,
4
8
3
,
7
2
3

1
,
4
7
7
,
2
5
8

9
7
.
8
%

9
7
.
8
%

9
7
.
8
%

9
7
.
9
%

9
8
.
0
%

9
8
.
0
%

9
8
.
1
%

1
3
,
4
9
2

1
3
,
9
1
8

1
4
,
0
3
0

1
4
,
3
8
2

1
2
,
6
1
0

1
3
,
3
6
4

1
4
,
0
1
3

0
.
9
%

0
.
9
%

0
.
9
%

1
.
0
%

0
.
8
%

0
.
9
%

0
.
9
%

6
,
8
6
1

5
,
2
0
7

5
,
3
1
8

5
,
5
0
4

5
,
7
0
8

5
,
8
9
4

7
,
1
7
2

0
.
5
%

0
.
3
%

0
.
4
%

0
.
4
%

0
.
4
%

0
.
4
%

0
.
5
%

3
,
0
7
5

5
,
5
2
8

5
,
4
8
6

5
,
0
6
7

4
,
6
9
4

4
,
4
1
0

3
,
7
7
1

0
.
2
%

0
.
4
%

0
.
4
%

0
.
3
%

0
.
3
%

0
.
3
%

0
.
3
%

8
,
7
7
0

8
,
0
1
0

7
,
8
0
0

7
,
0
0
0

6
,
8
3
0

6
,
0
3
0

3
,
6
3
6

5
浄

化
槽

の
整

備
の

状
況

と
更

新
、

廃
止

、
新

設
の

予
定

基
　

　
数

処
理

人
口

開
始

年
月

基
 
 
　

数
処

理
人

口
目

標
年

次

神
戸

市
6
9
4

3
,
0
7
4

平
成

2
年

7
月

2
0
6

7
0
8

平
成

2
8
年

度

未
処

理
人

口

施
 
設

 
種

 
別

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業

現
 
有

 
施

 
設

 
の

 
内

 
容

整
備

予
定

基
数

の
内

容

 
汚

水
衛

生
未

処
理

人
口

備
　

　
　

考
事

業
主

体

過
去

の
状

況
・

現
状

 
 
 
 
下

段
（

 
 
)
：

排
出

量
に

対
す

る
割

合

 
汚

水
衛

生
処

理
人

口

 
汚

水
衛

生
処

理
率

又
は

汚
水

処
理

人
口

普
及

率

公
共

下
水

道

集
落

排
水

施
設

等

生
活

排
水

処
理

対
象

人
口

 
汚

水
衛

生
処

理
人

口

 
汚

水
衛

生
処

理
率

又
は

汚
水

処
理

人
口

普
及

率

 
汚

水
衛

生
処

理
人

口

 
汚

水
衛

生
処

理
率

又
は

汚
水

処
理

人
口

普
及

率

単
独

処
理

浄
化

槽
等

 
汚

水
衛

生
処

理
人

口

 
汚

水
衛

生
処

理
率

又
は

汚
水

処
理

人
口

普
及

率

合
併

処
理

浄
化

槽
等



様
式
２

事
　

業
　

名
　

称
単

位
開

始
終

了
平

成
２

1
年

度
平

成
２

２
年

度
平

成
２

３
年

度
平

成
２

４
年

度
平

成
２

５
年

度
平

成
２

６
年

度
平

成
２

７
年

度
平

成
２

８
年

度
平

成
２

１
年

度
平

成
２

２
年

度
平

成
２

３
年

度
平

成
２

４
年

度
平

成
２

５
年

度
平

成
２

６
年

度
平

成
２

７
年

度
平

成
２

８
年

度

1
,
9
3
8
,
5
0
1

4
6
0
,
2
2
3

1
6
7
,
2
7
8

0
0

9
3
,
0
0
0

2
6
1
,
0
0
0

5
5
2
,
0
0
0

4
0
5
,
0
0
0

1
,
4
7
6
,
8
5
9

1
0
9
,
3
4
2

1
5
6
,
5
1
7

0
0

7
3
,
0
0
0

2
3
1
,
0
0
0

5
2
2
,
0
0
0

3
8
5
,
0
0
0

1
神

戸
市

2
0
0

ｔ
/
日

2
1

2
3

6
2
7
,
5
0
1

4
6
0
,
2
2
3

1
6
7
,
2
7
8

0
0

0
0

0
0

2
6
5
,
8
5
9

1
0
9
,
3
4
2

1
5
6
,
5
1
7

0
0

0
0

0
0
サ

テ
ラ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

と
し

て
整

備

2
神

戸
市

2
0

4
0

ｔ
/
日

2
4

2
8

1
,
3
1
1
,
0
0
0

0
0

0
0

9
3
,
0
0
0

2
6
1
,
0
0
0

5
5
2
,
0
0
0

4
0
5
,
0
0
0

1
,
2
1
1
,
0
0
0

0
0

0
0

7
3
,
0
0
0

2
3
1
,
0
0
0

5
2
2
,
0
0
0

3
8
5
,
0
0
0
容

器
包

装
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
及

び
缶

・
び

ん
・

P
E
T

3
0
,
9
2
9
,
0
0
0

0
0

0
0

1
,
0
0
7
,
0
0
0

5
,
7
3
9
,
0
0
0

8
,
4
4
8
,
0
0
0

1
5
,
7
3
5
,
0
0
0

2
3
,
5
8
2
,
0
0
0

0
0

0
0

9
2
7
,
0
0
0

4
,
7
6
9
,
0
0
0

7
,
4
7
8
,
0
0
0

1
0
,
4
0
8
,
0
0
0

3
神

戸
市

6
0
0

ｔ
/
日

2
4

2
8

3
0
,
9
2
9
,
0
0
0

0
0

0
0

1
,
0
0
7
,
0
0
0

5
,
7
3
9
,
0
0
0

8
,
4
4
8
,
0
0
0

1
5
,
7
3
5
,
0
0
0

2
3
,
5
8
2
,
0
0
0

0
0

0
0

9
2
7
,
0
0
0

4
,
7
6
9
,
0
0
0

7
,
4
7
8
,
0
0
0

1
0
,
4
0
8
,
0
0
0
高

効
率

発
電

施
設

と
し

て
整

備

1
1
2
,
4
7
1

1
2
,
5
6
2

8
,
9
7
6

1
1
,
5
2
9

1
1
,
5
2
9

1
6
,
9
5
6

1
7
,
1
2
1

1
6
,
9
5
6

1
6
,
8
4
2

8
2
,
5
2
2

9
,
6
1
6

6
,
7
9
6

8
,
4
4
0

8
,
4
4
0

1
2
,
3
0
0

1
2
,
3
8
2

1
2
,
3
0
0

1
2
,
2
4
8

1
4

神
戸

市
2
8
0

基
2
1

2
7

1
1
2
,
4
7
1

1
2
,
5
6
2

8
,
9
7
6

1
1
,
5
2
9

1
1
,
5
2
9

1
6
,
9
5
6

1
7
,
1
2
1

1
6
,
9
5
6

1
6
,
8
4
2

8
2
,
5
2
2

9
,
6
1
6

6
,
7
9
6

8
,
4
4
0

8
,
4
4
0

1
2
,
3
0
0

1
2
,
3
8
2

1
2
,
3
0
0

1
2
,
2
4
8
浄

化
槽

設
置

に
係

る
補

助
金

9
7
,
5
0
1

1
3
,
0
3
3

1
5
,
9
4
2

3
9
,
8
1
1

8
,
7
1
5

3
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

9
0
,
2
0
8

1
3
,
0
3
3

1
5
,
9
4
2

3
2
,
5
1
8

8
,
7
1
5

3
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

1
8

神
戸

市
2
1

2
8

5
1
,
8
4
6

1
3
,
0
3
3

1
5
,
9
4
2

2
,
8
7
1

0
3
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
1
,
8
4
6

1
3
,
0
3
3

1
5
,
9
4
2

2
,
8
7
1

0
3
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0
高

効
率

発
電

施
設

に
係

る
計

画
支

援
事

業

1
8

神
戸

市
2
3

2
4

2
3
,
7
7
7

0
0

1
5
,
0
6
2

8
,
7
1
5

0
0

0
0

2
3
,
7
7
7

0
0

1
5
,
0
6
2

8
,
7
1
5

0
0

0
0

〃

1
8

神
戸

市
2
3

2
3

2
1
,
8
7
8

0
0

2
1
,
8
7
8

0
0

0
0

0
1
4
,
5
8
5

0
0

1
4
,
5
8
5

0
0

0
0

0
〃

3
3
,
0
7
7
,
4
7
3

4
8
5
,
8
1
8

1
9
2
,
1
9
6

5
1
,
3
4
0

2
0
,
2
4
4

1
,
1
2
0
,
4
5
6

6
,
0
2
2
,
6
2
1

9
,
0
2
2
,
4
5
6

1
6
,
1
6
2
,
3
4
2

2
5
,
2
3
1
,
5
8
9

1
3
1
,
9
9
1

1
7
9
,
2
5
5

4
0
,
9
5
8

1
7
,
1
5
5

1
,
0
1
5
,
8
0
0

5
,
0
1
7
,
8
8
2

8
,
0
1
7
,
8
0
0

1
0
,
8
1
0
,
7
4
8

合
 
 
 
 
 
　

　
計

○
施

設
整

備
に

関
す

る
計

画
支

援
事

業

土
質

（
ボ

ー
リ

ン
グ

）
調

査

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業

環
境

影
響

調
査

（
市

条
例

）

事
業

者
公

募
支

援
業

務

○
マ

テ
リ

ア
ル

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
施

設

○
高

効
率

ご
み

発
電

施
設

第
1
1
次

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

整
備

○
浄

化
槽

に
関

す
る

事
業

第
1
1
次

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

整
備

落
合

中
継

地
整

備

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業
実
施
計
画
総
括
表
２
（
平
成
２
１
年
度
）

事
業

主
体

名 称

事
業

期
間

交
付

期
間

備
　

考

事
　

業
　

種
　

別
総

事
業

費
（

千
円

）
交

付
対

象
事

業
費

（
千

円
）

事
業

番
号

規
　

模



様
式
３

開
始

終
了

平
成

2
1
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

事
業

系
ご

み
は

、
累

進
従

量
制

に
よ

り
課

金
し

、
直

接
納

入
方

式
に

よ
る

処
理

料
金

徴
収

を
引

き
続

き
実

施
す

る
と

と
も

に
、

処
理

原
価

に
近

付
け

て
い

く
た

め
に

、
適

宜
ご

み
処

理
手

数
料

の
見

直
し

を
行

う
。

神
戸

市
否

家
庭

ご
み

は
、

平
成

2
0
年

1
1
月

よ
り

、
指

定
袋

制
度

を
導

入
、

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
分

別
収

集
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

型
ご

み
（

粗
大

ご
み

）
に

つ
い

て
は

申
告

有
料

制
度

を
導

入
し

た
。

今
後

は
分

別
の

徹
底

を
図

る
。

神
戸

市
否

1
2
環

境
教

育
、

普
及

啓
発

、
助

成
制

度

循
環

型
社

会
の

実
現

に
向

け
て

ご
み

の
減

量
・

資
源

化
に

取
組

み
を

進
め

て
い

く
た

め
、

市
民

・
事

業
者

・
行

政
の

三
者

が
適

切
な

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

環
境

教
育

・
環

境
学

習
の

充
実

な
ど

を
通

じ
て

、
ご

み
問

題
に

対
す

る
意

識
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

ぐ
る

み
の

美
化

活
動

な
ど

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
市

民
意

識
の

向
上

を
図

る
。

神
戸

市
否

1
3
マ

イ
バ

ッ
グ

運
動

・
レ

ジ
袋

対
策

事
業

者
と

「
レ

ジ
袋

削
減

に
向

け
た

取
組

み
に

関
す

る
協

定
」

の
締

結
、

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

レ
ジ

袋
削

減
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

す
る

ほ
か

、
「

マ
イ

バ
ッ

グ
運

動
」

を
実

施
す

る
な

ど
、

レ
ジ

袋
の

削
減

に
努

め
て

い
く

。

神
戸

市
否

1
4
浄

化
槽

設
置

整
備

事
業

「
神

戸
市

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

」
に

基
づ

き
整

備
費

の
助

成
を

行
う

。
神

戸
市

要

処
理

体
制

の
構

築
、

変
更

に
関

す
る

施
策

2
1
容

器
包

装
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
収

集
の

全
市

実
施

平
成

2
0
年

1
1
月

よ
り

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
分

別
収

集
を

部
分

的
に

導
入

し
た

が
、

平
成

2
2
年

度
中

に
は

全
市

展
開

を
図

る
。

神
戸

市
Ｈ

2
2

継
続

否

1

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

施
設

（
落

合
中

継
地

整
備

）

市
内

に
お

け
る

効
率

的
な

ご
み

収
集

・
輸

送
を

実
現

す
る

た
め

、
既

存
の

落
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

を
ご

み
の

中
継

地
と

し
て

整
備

す
る

神
戸

市
Ｈ

2
1

Ｈ
2
2

要

2
・

3

高
効

率
ご

み
発

電
施

設
・

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

施
設

（
第

1
1
次

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

）

既
存

施
設

の
老

朽
化

に
対

応
す

る
た

め
、

新
た

な
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
と

し
て

第
1
1
次

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

を
整

備
す

る
神

戸
市

Ｈ
2
4

Ｈ
2
8

要

用
地

購
入

施
設

整
備

に
係

る
計

画
支

援
1
8
計

画
支

援
事

業
第

1
1
次

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

整
備

に
係

る
環

境
影

響
調

査
・

事
業

者
公

募
支

援
業

務
・

土
質

（
ボ

ー
リ

ン
グ

）
調

査
を

実
施

す
る

神
戸

市
Ｈ

2
1

Ｈ
2
8

要

4
1
美

し
い

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

路
上

喫
煙

・
ぽ

い
捨

て
防

止
の

啓
発

を
は

じ
め

、
「

ぽ
い

捨
て

防
止

重
点

区
域

」
の

新
た

な
指

定
な

ど
に

取
組

む
。

神
戸

市
否

4
2
「

も
っ

た
い

な
い

や
ん

！
K
O
B
E
運

動
」

市
民

に
、

日
常

生
活

の
中

で
環

境
に

配
慮

し
た

行
動

を
と

っ
て

も
ら

う
た

め
の

き
っ

か
け

づ
く

り
と

し
て

、
市

で
示

す
家

庭
で

取
組

め
る

省
エ

ネ
・

省
資

源
の

メ
ニ

ュ
ー

か
ら

自
ら

取
組

む
項

目
を

選
ん

で
「

わ
が

家
の

も
っ

た
い

な
い

や
ん

！
宣

言
」

と
し

て
宣

言
し

て
も

ら
い

、
市

民
全

体
で

の
取

り
組

み
機

運
を

醸
成

し
て

い
く

。

神
戸

市
否

処
理

施
設

の
整

備
に

関
す

る
施

策

期
間

中
継

続
事

業

期
間

中
継

続
事

業

発
生

抑
制

、
再

使
用

の
推

進
に

関
す

る
施

策

期
間

中
継

続
事

業

期
間

中
継

続
事

業

期
間

中
継

続
事

業

1
1
有

料
化

そ
の

他
の

施
策

期
間

中
継

続
事

業

期
間

中
継

続
事

業

神
戸
市
地
域
の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
の
た
め
の
施
策
一
覧

実
施

主
体

施
策

の
種

別
施

策
番

号
施

策
の

名
称

交
付

金
必

要
の

要
否

事
業

期
間

施
策

の
内

容

事
業

系
ご

み
の

処
理

手
数

料
の

見
直

し

環
境
影
響
調
査

建
設
工
事

業
者
選
定

現
況
調
査

評
価
・
予
測
・
審
査

北
区
で
先
行
実
施

全
市
実
施

分
別

の
徹

底
、

家
庭

系
ご

み
の

有
料

化
に

つ
い

て
の

研
究

ふ
れ

あ
い

ご
み

ス
ク

ー
ル

・
K
O
B
E
環

境
大

学
・

K
O
B
E
こ

ど
も

エ
コ

ク
ラ

ブ
・

こ
う

べ
環

境
未

来
館

の
活

用
な

ど

「
ワ

ケ
ト

ン
」

を
活

用
し

た
分

別
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
・

ワ
ケ

ト
ン

サ
ポ

ー
タ

ー
な

ど

資
源

集
団

回
収

活
動

費
助

成
な

ど

「
レ

ジ
袋

削
減

に
向

け
た

取
組

み
に

関
す

る
協

定
」

の
締

結
を

推
進

浄
化

槽
設

置
者

へ
の

設
置

費
補

助

路
上

喫
煙

・
ぽ

い
捨

て
防

止
の

啓
発

・
ぽ

い
捨

て
防

止
重

点
区

域
の

指
定

な
ど

「
わ

が
家

の
も

っ
た

い
な

い
や

ん
！

宣
言

」
「

わ
が

ま
ち

も
っ

た
い

な
い

や
ん

！
宣

言
」

制
度

な
ど

現
地
工
事

事
業
者
公
募
支
援
業

務
土
質
調
査

事
後
調
査



【参考資料様式１】 

施 設 概 要（マテリアルリサイクル推進施設系） 

都道府県名 兵庫県 

 

 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）施設名称 落合中継施設整備 

（３）工期 平成２１年度～平成２３年度 

（４）施設規模 処理能力 ２００ｔ／日 

（５）処理方式 ピットアンドクレーン方式 

（６）地域計画内の役割 市内で発生する一般廃棄物の中継基地 

（７）廃焼却施設解体工事の有無     有       無 

 

 

（12）事業計画額 627,501 千円  

 

 

 



【参考資料様式１】 

施 設 概 要（マテリアルリサイクル推進施設系） 

都道府県名 兵庫県 

 

 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）施設名称 神戸市第１１次クリーンセンター 

（３）工期 平成２4 年度～平成２8 年度 

（４）施設規模 
処理能力 ２０ｔ／日（容器包装プラ） 

       ４０ｔ／日（缶・びん・ＰＥＴ） 

（５）処理方式 ピットアンドクレーン方式及びピットアンドショベル方式 

（６）地域計画内の役割 市内で発生する資源ごみの貯留・搬出施設 

（７）廃焼却施設解体工事の有無     有       無 

 

 

（12）事業計画額 1,311,000 千円  

 

 

 



【参考資料様式３】 

施 設 概 要（高効率ごみ発電施設系） 

都道府県名 兵庫県 

 

 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）施設名称 神戸市第１１次クリーンセンター 

（３）工期 平成２４年度～平成２８年度 

（４）施設規模 処理能力 ６００ｔ／日（２００ｔ／日×３炉） 

（５）形式及び処理方式 連続燃焼式 

（６）余熱利用の計画 
１．発電の有無    有（発電効率２０％） ・ 無 

２．熱回収の有無   有（熱回収率  ％） ・ 無 

（７）地域計画内の役割 市内で発生する一般廃棄物のうち可燃ごみの焼却を行う 

（８）廃焼却施設解体 

工事の有無 
    有       無 

 

 

（12）事業計画額 30,929,000 千円  

 

 

 

 

 



【参考資料様式５】 

施 設 概 要（浄化槽系） 

都道府県名 兵庫県 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）整備計画の方針 

公 共 下 水 道 の整 備 は概 ね完 了 しているが、残 る未 整 備 地 区 についても

継 続 し事 業 を進 めていく。また、農 業 集 落 排 水 については、平 成 20年 度

までに整 備 計 画 を完 了 した。今 後 は引 き続 き、これらの施 設 が計 画 され

ていない地 域で、合 併 処 理 浄 化 槽 の整 備を促 進 する。 

（３）事業の実施目的 

及び内容 

（目 的） 

より良い水 環 境 の保全 を目 指し、下水 道 事 業 及 び農業 集 落 排 水 事業 の

整 備 計 画 地 域 以 外 の地 域 において、浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 を実 施 し、

推 進する。 

（内 容） 

補 助 対 象 地 域 内 において、５０人 槽 以 下 の浄 化 槽 を設 置 しようとする者

に対して、予算 の範 囲 内 で補 助 金を交 付する。 

（４）設置整備事業の整備 

計画 
有（平成２年度～平成2８年度）  

（５）浄化槽整備状況 

（実使用人口で記入） 

平成2８年度整備計画人口/全体整備計画人口（％）47.8％ 

平成19年度までの整備人口/全体整備人口 （％）36.1％ 

（６）具体的な整備計画 総事業費  112,471千円（整備計画人口 708人分） 

選定額     82,522千円 

※Ｈ21～Ｈ28 
 

○交付金対象となる浄化槽の整備規模及び選定額（内訳） H21～H28 

人槽区分 
交付対象基数 

（     人分） 
基準額 

対象経費 

支出予定額 
選定額 

５人槽 68基（ 176人分） 22,576千円 27,676千円 22,576千円 

６～７人槽 117基（ 423人分） 48,438千円 66,924千円 48,438千円 

８～10人槽 21基（ 109人分） 11,508千円 17,871千円 11,508千円 

21～30人槽 －基（   人分） － － － 

合   計 206基（708人分） 82,522千円 112,471千円 82,522千円 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 兵庫県 

 

 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）事業目的 神戸市第１１次クリーンセンター整備のため 

（３）事業名称 環境影響調査（市条例） 

（４）事業期間 平成２１年度～平成２８年度 

（５）事業概要 

神 戸 市 第 １１次 クリーンセンターの整 備 に際 して、市 条

例に基づき環境影響調査（事後調査を含む）を実施す

る。 

 

 

 

（12）事業計画額 51,846 千円  

 

 



【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 兵庫県 

 

 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）事業目的 神戸市第１１次クリーンセンター整備のため 

（３）事業名称 事業者公募支援業務 

（４）事業期間 平成２３年度～平成２４年度 

（５）事業概要 
神 戸 市 第 １１次 クリーンセンターの整 備 に際 して、事 業

者公募のための支援業務を委託する。 

 

 

 

（12）事業計画額 23,777 千円  

 

 



【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 兵庫県 

 

 

（１）事業主体名 神戸市 

（２）事業目的 神戸市第１１次クリーンセンター整備のため 

（３）事業名称 土質（ボーリング）調査 

（４）事業期間 平成２３年度 

（５）事業概要 
神 戸 市 第 １１次 クリーンセンターの整 備 に際 して、土 質

（ボーリング）調査を実施する。 

 

 

 

（12）事業計画額 21,878 千円  

 

 

 



施 設 概 要 

 

参考資料表１－１ 中間処理施設の概要 

    ごみごみごみごみ焼却施設焼却施設焼却施設焼却施設((((東東東東クリーンセンタークリーンセンタークリーンセンタークリーンセンター))))    ごごごごみみみみ焼却施設焼却施設焼却施設焼却施設((((港島港島港島港島クリーンセンタークリーンセンタークリーンセンタークリーンセンター))))    

所在地所在地所在地所在地     東灘区魚崎浜町１番地 中央区港島中町８丁目３番地 

処理対象物処理対象物処理対象物処理対象物     

○ 燃えるごみ（家庭系・事業系） 

○ 破砕可燃ごみ 

○ 資源・粗大・燃えないごみ（中継）    

○ 燃えるごみ（家庭系・事業系） 

○ 破砕可燃ごみ 

処理能力処理能力処理能力処理能力     ３００ｔ／日×３基 １５０ｔ／日×３基 

型型型型    式式式式     連続燃焼式 連続燃焼式 

設計発熱量設計発熱量設計発熱量設計発熱量     3,200kcal／kg 2,500kcal／kg 

竣工竣工竣工竣工・・・・稼動稼動稼動稼動     平成１２年３月 昭和５９年３月 

二次公害二次公害二次公害二次公害     

防止設備防止設備防止設備防止設備     

バグフィルタ３基 

触媒脱硝装置３基 等  

バグフィルタ３基 

触媒脱硝装置３基 

排 ガ ス 洗 浄 装 置 ３ 基  等  

 

    ごみごみごみごみ焼却施設焼却施設焼却施設焼却施設((((苅藻島苅藻島苅藻島苅藻島クリーンセンタークリーンセンタークリーンセンタークリーンセンター))))    ごみごみごみごみ焼却施設焼却施設焼却施設焼却施設((((落合落合落合落合クリーンセンタークリーンセンタークリーンセンタークリーンセンター))))    

所在地所在地所在地所在地     長田区苅藻島町３丁目12番 須磨区中落合3丁目1番 

処理対象物処理対象物処理対象物処理対象物     
○ 燃えるごみ（家庭系・事業系） 

○ 破砕可燃ごみ      

○ 燃えるごみ（家庭系・事業系） 

○ 破砕可燃ごみ 

処理能力処理能力処理能力処理能力     ２００ｔ／日×３基 １５０ｔ／日×３基 

型型型型    式式式式     連続燃焼式 連続燃焼式 

設計発熱量設計発熱量設計発熱量設計発熱量     2,800kcal／kg 2,200kcal／kg 

竣竣竣竣工工工工・・・・稼動稼動稼動稼動     平成２年３月 昭和５４年１２月 

二次公害二次公害二次公害二次公害     

防止設備防止設備防止設備防止設備     

バグフィルタ３基 

触媒脱硝装置３基 

排 ガ ス 洗 浄 装 置 ３ 基  等  

バグフィルタ３基 

触媒脱硝装置３基 

排 ガ ス 洗 浄 装 置 ３ 基  等  

 

    ごみごみごみごみ焼却施設焼却施設焼却施設焼却施設((((西西西西クリーンセンタークリーンセンタークリーンセンタークリーンセンター))))    

所在地所在地所在地所在地     西区伊川谷町井吹字3番 

処理対象物処理対象物処理対象物処理対象物     
○ 燃えるごみ（家庭系・事業系） 

○ 破砕可燃ごみ      

処理能力処理能力処理能力処理能力     ２００ｔ／日×３基 

型型型型    式式式式     連続燃焼式 

設計発熱量設計発熱量設計発熱量設計発熱量     3,000kcal／kg 

竣工竣工竣工竣工・・・・稼動稼動稼動稼動     平成７年１月 

二次公害二次公害二次公害二次公害     

防止設備防止設備防止設備防止設備     

バグフィルタ３基 

触媒脱硝装置３基 等  

 



参考資料表１－２ 再生資源の中間処理施設の概要 

    
選別選別選別選別・・・・圧縮施設圧縮施設圧縮施設圧縮施設     

（（（（資源資源資源資源リサイクルセンターリサイクルセンターリサイクルセンターリサイクルセンター））））     

所在地所在地所在地所在地     西区見津が丘１丁目９ 

処理対象物処理対象物処理対象物処理対象物     缶・びん・ペットボトル 

処理能力処理能力処理能力処理能力     ９０ｔ／５時間（４５ｔ／５時間×２系列） 

型型型型    式式式式     機械選別式 

竣工竣工竣工竣工・・・・稼動稼動稼動稼動     平成１６年３月 

 

参考資料表１－３ 最終処分場の概要 

    布施畑環境布施畑環境布施畑環境布施畑環境センターセンターセンターセンター    淡河環境淡河環境淡河環境淡河環境センターセンターセンターセンター    

所所所所    在在在在    地地地地     西区伊川谷町布施畑字丸畑 北区淡河町野瀬字南山 

竣竣竣竣            工工工工     昭和４７年１１月 平成２年１１月 

敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積     1,570,000 ｍ２ 1,380,000 ｍ２ 

埋立面積埋立面積埋立面積埋立面積     1,020,000 ｍ２ 355,000 ｍ２ 

埋立容量埋立容量埋立容量埋立容量       23,500,000 ㎥   7,700,000 ㎥   

残余埋立容量残余埋立容量残余埋立容量残余埋立容量       5,330,000 ㎥      5,960,000 ㎥   

排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設     

[処理方式] 

  散水ろ床法、活性炭吸着法 

[処理能力]  4,500ｍ 3/日 

[処理方式] 

  接触曝気法、硝科脱窒法、 

活性炭吸着法 

[処理能力]    1,500ｍ 3/日 

                             

参考資料表１－４ 破砕施設の概要 

                             布施畑環境布施畑環境布施畑環境布施畑環境センターセンターセンターセンター破砕選別施設破砕選別施設破砕選別施設破砕選別施設    妙賀山妙賀山妙賀山妙賀山クリーンセンタークリーンセンタークリーンセンタークリーンセンター破砕施設破砕施設破砕施設破砕施設     

所在地所在地所在地所在地     西区伊川谷町布施畑字丸畑 北区山田町小部字妙賀山１番地 

処理方法処理方法処理方法処理方法     回転式 油圧圧縮せん断式 

処理能力処理能力処理能力処理能力     １５０ｔ／５時間×２基  ５０ｔ／５時間×２基 

竣工竣工竣工竣工・・・・稼動稼動稼動稼動     平成１１年３月 昭和５９年４月 

残渣処分先残渣処分先残渣処分先残渣処分先     
クリーンセンター 

布施畑環境センター 
クリーンセンター 

 

 

 

 

 

 

 



家 庭 系 ご み の 分 別 排 出 区 分 

 

参考資料表２ 家庭系ごみの収集区分 

収集区分 ごみ・再生資源の例 収集頻度 排出方法 

燃えるごみ 

調理くず、食べ残しなどの台所ご

み、紙くずなどの紙類、靴などの

皮革・繊維類等 

週２回 
市 の 指 定 す る燃 え

るごみの指定袋 

大型ごみ 

45ℓの指定袋に入れて口をしっか

り結ぶことができない大きさの

もの、または、45ℓの指定袋に入

っても単品で５㎏を超える重さ

のもの 

神戸市大型ごみ受付セ

ンターが指定した日 

受 付 セ ン タ ーへ の

事 前 申 し 込 みに よ

り 、 受 付 セ ンタ ー

と確認した場所 

燃えないごみ 

コップ、ガラスなどのガラス・陶

磁器類、バケツなどのプラスチッ

ク類、ラジカセなどの小型家電製

品、鍋などの小型金属類等 

月２回 
市 の 指 定 す る燃 え

ないごみの指定袋 

カセットボンベ・ 

スプレー缶 

カセットコンロ用ボンベ、整髪料

などのスプレー缶、エアゾール缶

等 

月２回 

市 の 指 定 す る燃 え

な い ご み の 指定 袋

に カ セ ッ ト ボ ン

ベ ・ ス プ レ ー缶 だ

けを入れる 

缶・びん・ペットボトル 

飲み物、食べ物、調味料が入って

いたスチール製、アルミニウム製

の缶、飲み物、食べ物、調味料が

入っていたびん、飲み物、調味料

が入っていたペットボトルのう

ち「ＰＥＴ」マークのついたもの 

月２回 

市 の 指 定 す る缶 ・

び ん ・ ペ ッ トボ ト

ルの指定袋 

容器包装プラスチック 

（平成 23 年 4 月より全市

実施） 

カップ・パック類、トレイ類など

のプラスチック製容器や包装 
月２回 

市 の 指 定 す る容 器

包 装 プ ラ ス チッ ク

の指定袋 

 



事 業 系 ご み の 分 別 排 出 区 分 

 

参考資料表２ -２ 事業系ごみの収集区分 

収集区分 ごみ・再生資源の例 収集頻度 排出方法 

可燃ごみ 
可燃物で体積の小さなもの（プラ

スチックを除く） 

許可業者との契約によ

る 

市 の 指 定 す る可 燃

ごみの指定袋 

不燃ごみ 

不燃物のうちおおむね 15cm 以下

のもの、又は破砕に適さないも

の） 

許可業者との契約によ

る 

市 の 指 定 す る不 燃

ごみの指定袋 

粗大ごみ 

可 燃 物 の う ち １ 辺 が お お む ね

50cm を超えるもの、不燃物のう

ちおおむね 15 ㎝を超えるもの、

又は不燃物及び可燃物からでき

ているもの 

許可業者との契約によ

る 

市 の 指 定 す る粗 大

ごみの指定袋 

資源ごみ 缶・びん・ペットボトル 
許可業者との契約によ

る 

市 の 指 定 す る資 源

ごみの指定袋 
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別紙

町 名 字 名 町 名 字 名 町 名 字 名 町 名 字 名

1 北 山 田 町 原 野 31 北 淡 河 町 野 瀬 57 西 櫨 谷 町 福 谷 78 西 伊川谷町 布 施 畑

2 福 地 32 中 山 58 池 谷 79 前 開

3 中 33 行 原 59 長 谷 80 上 脇

4 東 下 34 木 津 60 谷 口 81 長 坂

5 西 下 35 萩 原 61 栃 木 82 小 寺

6 坂 本 36 勝 雄 62 菅 野 83 井 吹

7 衝 原 37 淡 河 63 松 本 84 岩 岡 町 岩 岡

8 小 河 38 北 僧 尾 64 寺 谷 85 印 路

9 有 野 町 二 郎 39 南 僧 尾 65 友 清 86 野 中

10 道 場 町 生 野 40 神 田 66 押部谷町 木 津 87 古 郷

11 塩 田 41 神 影 67 木 見 88 西 脇

12 日 下 部 42 東 畑 68 木 幡 89 平 野 町 堅 田

13 平 田 43 北 畑 69 栄 90 繁 田

14 大 沢 町 上 大 沢 44 有 馬 町 有 馬 70 押 部 91 西 戸 田

15 中 大 沢 45 西 神 出 町 五 百 蔵 71 西 盛 92 大 畑

16 日 西 原 46 勝 成 72 福 住 93 宮 前

17 神 付 47 小 束 野 73 高 和 94 下 村

18 市 原 48 広 谷 74 養 田 95 向 井

19 簾 49 紫 合 75 細 田 96 福 中

20 長 尾 町 宅 原 50 東 76 和 田 97 芝 崎

21 上 津 51 北 77 近 江 98 慶 明

22 八 多 町 中 52 田 井 78 伊川谷町 布 施 畑 99 大 野

23 上小名田 53 南 79 前 開 100 中 津

24 下小名田 54 池 田 80 上 脇 101 黒 田

25 吉 尾 55 宝 勢 81 長 坂 102 常 本

26 附 物 56 古 神 82 小 寺 103 印 路

27 柳 谷 83 井 吹 104 須磨 白 川

28 屏 風

29 深 谷

30 西 畑

区
名

番号
番
号

地 区 名
番号

地 区 名区
名

区
名

地 区 名
番号

地 区 名区
名
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